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【昨日の市況概要】 公示仲値 155.26

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 155.36 1.0301 160.07 1.2234 0.6209
SYD-NY High 156.37 1.0330 161.00 1.2245 0.6226
SYD-NY Low 154.98 1.0266 159.74 1.2161 0.6165
NY 5:00 PM 156.30 1.0271 160.45 1.2169 0.6190

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 43,487.83 334.70 日本2年債 0.6800% ▲0.0100%
NASDAQ 19,630.20 291.91 日本10年債 1.2000% 0.0000%

S&P 5,996.66 59.32 米国2年債 4.2816% 0.0484%
日経平均 38,451.46 ▲ 121.14 米国5年債 4.4287% 0.0338%

TOPIX 2,679.42 ▲ 8.89 米国10年債 4.6220% 0.0104%
ｼｶｺﾞ日経先物 38,865.00 460.00 独10年債 2.5030% ▲0.0175%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,505.22 113.32 英10年債 4.6555% ▲0.0250%
DAX 20,903.39 248.00 豪10年債 4.4950% ▲0.0300%

ﾊﾝｾﾝ指数 19,584.06 61.17 USDJPY 1M Vol 10.43% ▲0.21% 　
上海総合 3,241.82 5.79 USDJPY 3M Vol 10.27% ▲0.13%

NY金 2,748.70 ▲ 2.20 USDJPY 6M Vol 10.17% ▲0.08% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 77.39 ▲ 0.46 USDJPY 1M 25RR ▲1.00% Yen Call Over

CRB指数 311.08 ▲ 0.27 EURJPY 3M Vol 10.77% ▲0.03%
ドルインデックス 109.35 0.39 EURJPY 6M Vol 10.57% ▲0.10%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：鈴木・原田
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海外市場のﾄﾞﾙ円は155円台前半でｽﾀｰﾄ。154.98まで下落する場面も見られたが、その後は軟調な展開を見せていたｱｼﾞ
ｱ株が反転上昇する展開を受け徐々に戻し、155.71でNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方に「ﾄﾗﾝﾌﾟ次期米大統領と習中国国家主席の電話
会談が前向きだった」との速報が伝わると、米株高等のﾘｽｸｵﾝﾑｰﾄﾞを背景に円売りが強まり、156.37まで上値を伸ばす底
堅い推移。午後は156.10付近まで反落する場面もあったが、終盤にかけて徐々に値を戻し、156.30でｸﾛｰｽﾞ。 一方、海外
市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.03台前半でｽﾀｰﾄ。新規材料を欠く中、1.0290付近を挟んだ方向感乏しい推移が続き、1.0294でNYｵｰ
ﾌﾟﾝ。午前中は「ﾄﾗﾝﾌﾟ次期米大統領と習中国国家主席の電話会談が前向きだった」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受け、関税案等を巡る
政策が公約程厳しい内容にならないとの思惑からﾄﾞﾙ売りが優勢となり、1.0330まで上昇。しかし、その後は伸び悩み、
1.0280付近まで反落。午後は米国が３連休を控える中、終盤に1.0266まで続落し、その後1.0271でｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は155.36ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。公示仲値にかけては一時155円を割れる場面もあった。しかし日銀1月利上げ
が相応に織り込まれている状況もあり下げは続かず、円が売り戻される展開となった。一時155.70まで上昇し、結局
155.66で海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場ﾄﾞﾙ円は20日のﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領の就任式を控え、様子見となった。155.66ﾚﾍﾞﾙで始まり、155円台半ばを中心と
した動きとなった。155.71ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸ市場に移った。英国の12月小売売上高の前月比は予想を大幅に下回り、-0.3%
だった (予想は0.4%) 。前年同期比は3.6%だった (予想は4.9%) 。その結果、ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは60ﾋﾟｯﾌﾟｽ下落した。しかし、その後
英国10年債に買い戻しが入ったことやﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整等に1.2217まで買い戻され1.2188ﾚﾍﾞﾙにてにてﾆｭｰﾖｰｸに渡った。
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金曜日のドル円は堅調な推移。東京時間は公示仲値近辺に155円を割り込むも下落は続かず。一服後は徐々に

値を戻す中、米中関連のヘッドラインを受けたリスクオン地合いもサポートに、156円台を回復。156円台前半まで

上値を伸ばしてクローズした。本日はトランプ大統領が就任予定。実行可否は依然として不透明な部分は多いも

のの、その即効性から特に懸念の強い関税政策については、これまでの同氏の情報発信から、早い段階で具体

的な動きがあることは疑いようがない。

長い目で見ればグローバルな景気後退懸念が気になるところだか、初動は米国内のインフレ再燃を警戒したドル

高での反応か。日銀の利上げもすでに織り込み済みで円買いの余力も少なく、ドル円は上目線で臨みたい。

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月17日 11:00 中 GDP(前年比) 4Q 5.4% 5.0%
11:00 中 鉱工業生産(前年比) 12月 6.2% 5.4%
11:00 中 小売売上高(前年比) 12月 3.7% 3.6%
16:00 英 小売売上高(除自動車燃料､前月比/前年比) 12月 -0.6%/2.9% 0.3%/4%
19:00 欧 CPI(前年比/前月比)・確報 12月 2.4%/0.4% 2.4%/0.4%
22:30 米 住宅着工件数 12月 1499k 1327k
22:30 米 建設許可件数・速報 12月 1483k 1460k
23:15 米 鉱工業生産(前月比) 12月 0.9% 0.3%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

1月20日 13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 11月 - -2.3%/-2.8%
16:00 独 PPI(前月比) 12月 0.3%/1.1% 0.5%/0.1%

- 米 トランプ大統領就任式 - - -


